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2023年度地球環境基金募集案内
PART１

地球環境基金の概要と
2023年度助成メニューについて



１. 地球環境基金について
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地球環境基金は1993年に創設され、今年で30年目になります。
2021年度までに、のべ5,639件、総額185億円の支援を行ってきました。

環境保全活動を実践している全国高
校生やユース世代が「学び」を共有
するネットワークを構築、能力開発
を促進するための活動

（1）地球環境基金の仕組み

イ
案件

ロ
案件

ハ
案件

募集案内 P.1

142



１. 地球環境基金について

①特定非営利活動法人
②(一般/公益）社団法人、財団法人
③任意団体（要件あり）

※企業や地方公共団体は対象外です

（２）応募団体要件

（３）対象活動分野
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復興支援等

RQ災害教育センター

任意団体の要件については、
募集案内のp.11をご覧ください

募集案内 P.11-13

脱炭素社会形成・気候変動
対策



２. 地球環境基金助成の特徴
（１）助成金制度の趣旨等について

③成果の向上のための評価制度があります
・外部有識者による中間コンサルテーションなどを行うことにより、
活動状況を確認してアドバイスを行う、「改善のための評価」を
実施しています

②アウトカム（成果）志向の助成金です
・活動が目指す最終的に実現したい望ましい環境の状態（アウトカム）
の実現に向けて、活動計画が具体的かつ効果的に構成されていること
を重視しています

①主な原資は公的資金です
・国民に対する説明責任
・補助金適正化法の遵守
が求められます
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論理的
つながりを
重視

上 位 目 標

アウトカム（成果目標）

アウトプット（活動実施目標）

活 動 計 画

募集案内 P.４
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２. 地球環境基金助成の特徴
※ 評価制度について（3年計画の活動の場合）

終了
後

1年目

2年目
終了
時

事前目標共有（１年目）

書面評価（終了時） 中間ｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ（２年目）

実地調査（終了翌年）
書面評価を受けた団体から６団体程
度を抽出。助成終了後の翌年に訪問
し、その後の活動を現場で確認。成
果と問題点を明確にし、以後の活動
に反映してもらいます。

団体と評価専門委員が45分間の面談
を実施。活動の進捗状況を確認し、改
善に向けて団体へアドバイスします。

要望書に示されたアウトカム、アウト
プット、活動計画を確認し、内定団体
説明会において地球環境基金から団体
に対してフィードバック。申請書の記
載を修正します。

団体から提出された実績報告書、
自己評価を評価専門委員が評価項
目に沿って評価します。３年目の
自己評価は、団体が選定した第三
者が行うこととしています。
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①助成対象期間は1年間です
・2023年度助成については、2023年4月1日から2024年3月31日までの
活動が助成対象です。

②原則、精算払いです
・ただし、助成2年目以降の継続団体で十分な会計処理能力を有していると
認められる場合、団体からの要望に応じて一部概算払いを行います。

③年4回支払申請の機会があります

④次の経費は助成対象外です
1) 常勤の役職員の賃金
2) 個人または団体に贈与される寄付金、義援金及び贈呈品等
3) 飲食に係る経費

２. 地球環境基金助成の特徴
（２）助成金の支払について

常勤は、団体との雇用関係にあり、
週4日ないし月15日以上の出勤で、週
32時間以上勤務している者とします



３．2023年度募集について
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２０２２年度助成（前回募集）からの変更点

（１）賃金の助成上限額の引き上げ
2023年度助成金から、アルバイト賃金の助成上限額を 1,000円／時間
から 1,200円／時間 に引き上げるなど、賃金の助成上限額を20％程度
引き上げます。

（２）「2025年大阪・関西万博」関連活動への助成
多様な参加者が主体となり、理想としたい未来社会を共に創り上げること
を目指す取組を推進する「TEAM EXPO 2025」プログラムなどに関連して
NGO・NPO が主体となって推進する環境保全活動にも助成します。
2023年度募集案内p27～33「審査方針」を是非ご一読ください。

（３）要望書受付方法の変更
2023年度助成金から「地球環境基金助成金申請システム」による要望書受
付、交付申請、支払申請など一連の手続を予定しています。

募集案内 P.19-20

募集案内 P.33

募集案内 P.25-26



メニュー名 概 要 助成期間 年間助成金額/件

はじめる助成 地域活動の種を育て、地域に根付いた活動を中心に、地
域からのボトムアップの充実を目指す支援 1年間 50万～300万円

つづける助成 地域にねざすことなどを目指して始めた活動が、継続し、
持続的な活動へと定着することを支援 最大3年間 50万～300万円

ひろげる助成 課題解決能力等に磨きをかけ、より効果的な活動の展開
を実現し団体組織のステップアップを目指す支援 最大3年間 200万～800万円

ﾌﾛﾝﾄﾗﾝﾅｰ助成 日本の環境ＮＧＯ・ＮＰＯが中心となり、市民社会に新
たなモデルや制度を生み出すための支援

原則3年間
(最大5年間) 600万～1,200万円

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ助成
日本の環境ＮＧＯ・ＮＰＯが横断的に協働・連携し特定
の環境課題解決のために大きな役割を果たすことを目指
す支援

最大3年間 200万～800万円

特別助成
地域循環共生圏構築の中心となり、自治体や企業等と連
携・協働して、環境課題や他の課題を同時に解決するこ
とを目指す支援

最大2年間 50万～200万円

LOVE BLUE助成 （一社）日本釣用品工業会からの寄付による助成で、清
掃活動など、水辺の環境を構築するための支援 最大3年間 総額1,800万円

募集案内 P.5-6
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イ ：国内の民間団体による開発途上地域での環境保全のための活動

：海外の民間団体による開発途上地域での環境保全のための活動

：国内の民間団体による国内での環境保全のための活動
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３．2023年度募集について
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※「復興支援助成」は2022年度助成をもって終了しました。災害復興支援、気候変動リスクを踏まえた防災・減災などの関連活動は、
各メニューから活動分野「復興支援等」を選択して応募してください。



皆様からのたくさんのご応募を
お待ちしております

地球環境基金部
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